
◆クビアカスカシバの被害状況と生態

　・クビアカスカシバは、山付地域を中心に近年被害が多くなっている。

　・フェロモントラップ調査等から成虫の発生は、６～８月でピークは６月下旬～７月上旬に羽化し、８月下旬まで

　　産卵が続く。

　・幼虫は、はじめ乳白色であるが齢が進むにつれて赤味を帯びてくる。幼虫は、７月～９月にかけて、主幹部また

　　は、主幹部に近い棚上の枝の粗皮下を溝状に食害する。

　・維管束部を溝状に食害するので樹勢は衰え、寄生数が多いと若木などでは枯死に至る。　

　・終齢幼虫は秋に地上におり、土中にマユをつくりその中で幼虫で越冬する（老齢幼虫は、体長3～4㎝となる）。

◆クビアカスカシバの対策

【耕種的防除】

　・幼虫の寄生を、虫糞やヤニを目安に確認し、捕殺する（食害が進むとダメージが大きくなるので注意する）。

　・耕種的防除として、粗皮はぎが産卵抑制などに効果的である。

　・浅い土中で越冬するため、落葉後の１１月下旬～１２月に中耕する。

【薬剤防除】

　・フェロモントラップ調査での発生消長や、各園の被害状況などを十分に確認する中で、成虫発生初期の６月

　上～中旬（小豆大まで）に、パダンＳＧ水溶剤を、主枝・亜主枝や主幹部にもかかるように散布する。

　・その後は、カサかけ・袋かけ後の散布を徹底する。

　（H25果試成果情報）

　　※パダンＳＧ水溶剤は、散布が遅れると果粉の溶脱が心配されるので、小豆大までの散布とする。

　　※またパダンＳＧ水溶剤は、デラウェアに登録が無いので、隣接園では飛散に注意する。

　　　

パダンＳＧ水溶剤

薬　　剤　　名

平成27年　果樹技術普及センター

収穫21日前まで、５回以内

農薬使用基準

1,500倍

希釈倍率

卵 
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